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新任教員としての年
堀 込 裕 貴
．はじめに
私が教師を目指したきっかけは、弟の一言でした。昔
から漠然と警察官か教師になりたいと思ってはいました
が、そのどちらにするのかは全く決まらない日々が高校
年生まで続きました。私が高校年生になったとき、
家でふと弟に言われました。「兄貴は本当にいつもええ
先生に恵まれてるよな。俺なんか全然ええ先生に巡り
会ったことなんかないわ」と。すごく胸に刺さる言葉で
した。確かに私は、小学・中学・高校と素晴らしい先生
方に恵まれ、ここまで生きてきました。その一方で、弟
のように尊敬する先生に巡り会っていないと感じる人も
いるのだろうと思いました。それならば、私が生徒に尊
敬されるような教師、「ええ先生に出会えたな」と生徒
が思えるような教師になってやろう、と決意しました。
その後、二年間の浪人生活を経て、関西学院大学に入学
させていただき、志を同じくする教職勉強会の仲間と出
会い、切磋琢磨し、現在、大阪府立久米田高等学校社会
科教員年目としてめまぐるしい日々を過ごしておりま
す。
今は、「私たち若手教員がこの教育現場をさらによく
するんだ」という思いのもと、周りの先生方と切磋琢磨
しながら、授業や校務分掌、部活動指導に全力を注いで
います。そんな私が経験した年について、次節から述
べていきたいと思います。
．学校生活について
⑴学校について
私は大阪府立久米田高等学校で月より勤務をしてい
ます。本校の教育理念は、校訓を「真摯・友愛・闊達」
と掲げ、2017年に40周年を迎えました。そんな久米田高
校に赴任したとき、私はなんとなく懐かしい気持ちにな
りました。おそらく、私の母校がこの学校の近くにあ
り、この学校のことは以前から知っていたため、懐かし
い気持ちを感じたのだろうと思います。
赴任して最初の職員会議で感じたことは、「若い先生
がとても多いな」というものでした。近年どの学校でも
同じことが言えるのですが、20代・30代の先生方が多く、
40代の先生方がほとんどおられないという現状がありま
す。本校でも、40代の先生方はほとんどおられません。
実際、40代の先生にお話を聞くと、「初任のときに年の
近い先生に相談ができなかったから、とても苦労した
よ」と仰っていました。その点、現在は同世代の先生方
が大変多いため、仕事内容で分からないことがあったと
きに、気軽に諸先輩方に相談をすることができる環境に
あることは、大変ありがたいことだと思いました。ま
た、教頭先生にお会いした際、私の高校・大学の大先輩
であると聞かされたときには、大変驚きました。関西学
院大学出身の先生にこんなに早くお会いできるとは思っ
てもみなかったので、とても嬉しくなるとともに、関学
との縁を改めて感じました。
本校の校長がよく全校集会で生徒にお話されることが
あります。それは、「時を守り、礼を正し、場を清める」
ということです。生活に余裕を持ち、時間を守ること。
相手に対して尊敬の念を持って接すること。きれいな環
境を心がけること。そういった意味合いを込めて、よく
お話をされています。私もこの言葉を初めて聞いたと
き、これは生徒だけでなく、私自身も常に心がけるべき
ことだと思いました。
この学校に赴任して一番大事だと感じたことは、メモ
をとることでした。これは社会人にとっては当たり前の
事だとは思うのですが、実際に仕事をしてみると改めて
その大切さを感じます。廊下を歩いているときに、すれ
違った先生から、「これやっといてね」と仕事を与えら
れる事があります。その場で手にメモをするなりしてそ
の仕事のことを忘れないようにしないと、あとで他の先
生方に迷惑をかけることになります。他にも、授業中生
徒から「〜番のプリントを次回の授業の時に頂けません
か」と言われたとき、返事をしておきながらそのことを
忘れていると、次の授業の時に生徒から、「先生、しっ
かりしてよ」と言われたこともありました。大事なこと
はすぐにメモをとる。そのためにも常にペンを持ち歩
く。大学時代に先生方が事あるごとに仰っていたメモの
大切さを今になって痛感しています。
⑵生徒について
私は第学年の副担任をしています。この学年の生徒
の印象としては「真面目」「努力」という言葉が浮かび
ます。与えられた課題をきちんとこなし、自分の苦手な
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教科に対しても先生に教えてもらいながら頑張ろうとす
る、そんな生徒が多いように感じました。その反面、分
からないことはすぐに先生に聞いてしまうため、自分で
考えて行動することを苦手としているようにも感じまし
た。あれもこれもすべてこちらが説明するのではなく、
一度生徒自身が考える癖をつけさせる必要があるのだと
思いました。
他の学校でも同じだと思うのですが、この学校でも
様々な家庭事情・複雑な人間関係を抱えながら登校する
生徒が数多くいます。家庭の経済事情から夜にアルバイ
トをして親を助けている生徒が、朝起きられずに遅刻を
してきたときに、指導をしなければならないのですが、
事情を知っているがために、どう言葉をかければいいの
か分からなくなったこともありました。親と喧嘩が絶え
ず、学校に来ても暗い顔をしている生徒にどう声をかけ
ればいいのか。クラスで仲の良かった人の生徒が些細
なことがきっかけで、喧嘩をし、以後不登校気味になっ
た生徒に対してどう対応すればよいのか。年を通して
生徒への声かけ・接し方の難しさを痛感しました。
学年団の会議は、終始和やかな雰囲気で進みます。学
年団の半数以上が20〜30代前半で構成されていることも
あり、赴任して最初の学年会議のときから、先輩の先生
方が温かく迎え入れてくださり、まだ教員になって間も
ない私にも意見を求めて下さります。すごく有り難いこ
とです。私も責任を持って自らの意見を述べさせて頂い
ております。
教員の世界は、すごく特殊な世界だと感じることがあ
ります。年目の教員の意見を真剣に聞いて下さること
もその一つです。友人に聞くと、一般企業で年目の社
員が意見を述べる機会はなかなかないそうです。そう
いった意味で、私の意見を聞いて下さる方々がいて下さ
ることはすごく有り難いことだと感じていますし、当然
のことですが発言をする際は真剣に考え責任を持って発
言するようにしています。他にも、教員の研修のあり
方、勤務時間の特殊性など、教員の世界は他の一般企業
に比べて大変特殊な仕事であることをこの年で事ある
ごとに感じてきました。自分の置かれた環境に甘えるこ
となく努力し続けていきたいと思います。
⑶校務分掌について
本校には、校務分掌として総務部・教務部・進路指導
部・生徒指導部があります。その中で、私は生徒指導部
の中にある生徒会で仕事をしています。生徒会は、体育
祭や文化祭などの学校行事すべてに関わるため、極めて
大きな仕事です。年目は他の先生方の動きを見てその
仕事を覚えるのだろうと思っていた私は、年度初めから
生徒会役員の選挙準備を任されたり、月にある文化祭
の野外部門の指揮・監督をすることになるとは思っても
みませんでした。その中で感じたことは、段取りの大切
さです。
生徒会の仕事はどれも大変なものばかりなのですが、
特に大変なのが文化祭の準備です。月の文化祭に向け
て月頃から生徒会では準備を始めます。大綱作成・
チェックに始まり、プログラム作成や機材の設置、教員
の役割分担とそのお願いなど様々な仕事を同時進行で進
めていかなければならないため、この期間は落ち着く暇
がなかったように思います。本番のヶ月前には、朝
時半に学校に着き、挨拶運動や授業の準備を進め、授業
の合間には文化祭の準備をし、放課後も引き続き文化祭
の準備を続け、家に帰ると授業の準備をして寝る。この
繰り返しの毎日でした。時には、家に帰って疲れからつ
いつい寝てしまい、翌朝慌てて授業の最終準備をしたこ
ともあります。そのような日の授業は大抵上手くいか
ず、生徒の皆さんには申し訳ないことをしたと思ってい
ます。
このような経験から、いかに段取りよく仕事を進める
ことが大切であるかを学びました。文化祭の準備で忙し
くなることが分かっているのなら、長期休暇の間に次の
学期分の全ての授業を割程度作っておくことや、その
日に行った仕事内容をメモして保存しておくことで、次
年度同じ仕事をしたときにそのメモを見返して無駄なく
行動できるなどの工夫を行う事で、仕事を滞りなく進め
ることができるのだと思います。次年度はより段取りよ
く、そして生徒の皆さんに迷惑をかけないようにやって
いこう、と決意する次第です。
．教科指導について
⑴授業について
私は現在、年生の現代社会と年生の政治・経済の
授業を担当しています。ここでは特に、年生に行って
いる授業実践を踏まえて「授業」について述べさせてい
ただきたいと思います。この年授業をするうえで、私
が大切にしてきたことは、社会は暗記科目ではないこと
を理解させること、そして生徒の思考・判断・表現力を
伸ばす授業を展開することです。
社会科という教科、特に公民という科目は、テレビで
見たことがある、聞いたことがあるという出来事や内容
を多々扱うことができます。それ故に、授業の展開とし
て生徒が興味・関心を抱く話題を扱いやすい科目である
と考えています。一方で、社会科という科目全体を通し
ていえることですが、「社会は暗記科目だ」というイメー
ジを持っている生徒が多数存在していることも現場に
立っていて強く感じます。そのため、自分の頭で考えよ
うとはせず、ただテストの直前に一夜漬けで知識を頭に
詰め込むことをしてしまいます。
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そこで、私がまず意識したことは「なぜ」を意識して
理解することが大切であるということを、板書を通じて
伝えることでした。例えば、私の授業では、板書に矢印
を多く使います。その出来事はなぜ起こったのか、その
後どのような展開をたどったのか等を、矢印を用いて示
すのです。どのような出来事でも突然起こる事象はほと
んどありません。何かしらの理由があって、事件・事象
は起こるのです。そのことを、矢印を用いながら生徒に
訴えかけました。その結果、多くの生徒から、「〈なぜ〉
を意識して理解することを重視したら、すっと頭に入る
ようになった。現代社会が好きになった。」との声をい
ただくことができました。それでもまだテスト直前に暗
記をすればなんとかなると思っている生徒はいます。こ
のような生徒の意識をどのようにして変えていくのか。
それは私のこれからの課題です。
私の授業は基本プリントを用いて行っています。穴埋
め形式を軸に、口頭説明などはメモ欄に記入するように
指示しています。このことは月の初回の授業からずっ
と言い続けてきました。メモは絶対に将来必要なスキル
だから今のうちから意識してやっていこうと、ことある
度に伝えてきました。結果、私の指導しているクラスの
生徒の多くが、プリント又はノートにぎっしりとメモを
するようになりました。「先生、今日はいつも以上にメ
モとったで。すごいやろ。」と嬉しそうに話す生徒も出
てくるようになりました。初回の授業からいかに授業の
ルールときちんと伝えるか、これがすごく大事であるこ
とをこの年で痛感しました。
私は常に授業を進化させたいと思っています。そこ
で、学期中間考査までは板書のみだった授業を、考査
後スライドも用いた授業に変えてみたり、学期からは
授業の最初に前回の復習を生徒にさせてみたりと、諸先
輩方の授業を参考にさせていただきながら、実践してい
ます。もちろん失敗したことも数多くあります。それで
もチャレンジしないとよりよい授業にならないと常に思
いながらやっています。この思いは関西学院大学での教
職勉強会で学んだことです。皆各地で必死に悩みながら
頑張っている。彼らに絶対負けたくない。その思いで私
も全力で授業をしています。教員になった今も仲間の存
在は本当に大きなものだと強く感じます。
⑵私が行った研究授業について
初任者は年で最低度、研究授業と呼ばれる他の先
生方に授業を見ていただき、ご指導をいただく授業を行
うことが原則となっています。私も11月に研究授業を実
施し、多くの先生方に授業を見ていただきました。
私が今回の授業で実施したことは、生徒に「日本とア
ジア諸国との関係について」、「テロについて」、「難民に
ついて」という三つのテーマを与え、それぞれ200字程
度で書いてくるように、という事前課題を与え、授業時
に発表を行うというものでした。その際、発表を聞いて
いる者は、発表者の意見に対してのコメントを書くこと
も指示しました。ここで私が目標にしたことは、決めら
れた字数の中で、自らの意見をきちんとまとめることの
できる力をつけることと、その意見をきちんと皆の前で
発表できる力をつけること、そして今日本が抱えている
様々な問題に対して興味・関心を持たせることの点で
した。
事前課題を渡したとき、生徒からは「先生しんどい」
という声や「絶対書き切れない」という声が多く聞かれ
ましたが、それでも「私は君たちが必ずできると信じて
いるから頑張って書いてきて」と言い続けて、いざ本番
を迎えると、全員きちんと課題をこなしてきていまし
た。これには本当に感動しました。
実際、授業では皆真剣に発表者の意見を聞き、それに
対するコメントもぎっしりと書いていました。授業後の
研究協議でも、ある先生から「アクティブラーニングは、
グループワークやペアワークを通じて学ぶことだと思っ
ていたけど、一人でもアクティブラーニングをすること
はできるのだと思いました。」というお言葉をいただき
ました。
一方で、テーマが広範囲すぎて、話が多岐にわたって
しまっていたというご意見もいただきました。今回は、
興味・関心を持たせることが目的でしたので、少しテー
マが広範囲になってしまいましたが、議論をさせる場合
にはテーマを絞った方が生徒も考えやすいので改善して
いこうと思いました。
⑶他の先生方の授業を見て学ぶこと
私は可能な限り、他の先生の授業を見学させていただ
いています。社会科という教科に限らず、国語や数学、
体育などの授業も見学させていただきました。初任であ
る今しか授業見学をする時間はないだろうという思いか
ら、多くの先生方にお願いをして、時間授業を見学さ
せていただいています。とても学ぶことは多いです。
ある先生が授業の最初で、今日の目標を黒板の端に書
き、それを一時間消さずに残していたのを見て、これは
使えると、その後の私の授業の中で取り入れたこともあ
りました。また、同世代の先生の情熱あふれる授業を見
て、「自分も負けていられないな」とより一層自らのモ
チベーションを高めることもありました。
一人として同じ授業をされている先生はおられないの
で、見学させていただく度に、多くのことを学ぶことが
でき、見学させていただいた先生が逆に私の授業を見に
来て下さり、アドバイスをいただくこともありました。
これはやっていて良かったと思いますし、見学させてい
ただいた先生方に大変感謝をしています。
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．部活動指導について
久米田高校では、多くの生徒が部活動に所属していま
す。運動部も文化部も大変活発で、特にダンス部は全国
トップレベルの実力を誇り、人気も高いです。また、公
立高校では珍しく太鼓部も存在し、各地のイベントで太
鼓の音色を響かせ、多くの人を感動させています。
そんな中、私は、小学・中学・高校の年間で培って
きた経験を買われ、剣道部の顧問に就かせていただくこ
とになりました。小学・中学・高校と剣道部の部長を務
めてきた私は、部活動指導は問題なくできるだろうとい
う思いを持っていました。しかし、実際はそんなに簡単
なものではありませんでした。
本校の剣道部は、年生名、年生名、年生
名の計名で稽古をしていました。これまで、剣道を専
門に指導できる先生が何年もおらず、部員たちで練習メ
ニューを考え、活動をしていました。そのため、最初私
が顧問に就任して、彼らに指導を始めたとき、部員の皆
さんは大変困惑していたように思います。特に、年生
は月に控えた引退試合に向けて、自分たちのやり方を
変えたくはないという思いを抱いていたように感じまし
た。彼らのやり方がある中で、どう指導をすればいいの
か、月からずっと考え、悩み続けました。なかなか結
論が出ない中で、ある先生からアドバイスをいただきま
した。「今は彼らの稽古の様子をしっかりと見てあげる
ことが大切じゃないかな。年生のスタイルを崩さない
程度であなたが指導をしてあげればいいと思う。あなた
が考えるやり方は年生が引退してから、じっくりと進
めていけばいいんじゃないかな。」というものでした。
また、このようなアドバイスもいただきました。「これ
までのやり方を変えるのはそんなに簡単なことじゃな
い。最低でも年はかかるもの。じっくりと生徒と話を
しながら変えていけばいいんじゃないかな。」と。それ
ぞれの部活動にはそれまでのやり方というものが根深く
残っています。そのやり方を変えるためには、最低でも
年はかかる、というものです。それまでの私は、これ
まで剣道を専門にする先生がこの部にいなかったことも
あり、「私がこの剣道部を強い部に変えなければ」とい
う気負いがあったように思います。しかし、先生のアド
バイスを聞き、焦らずじっくりと、生徒の話も聞きなが
ら、変えていくことが大切なのだろうと思えるようにな
り、心に少し余裕ができました。その後、私の考えが定
まったことを部員が感じたのか、以前より積極的に指導
を聞いてくれるようになりました。
年生が引退した後、部員は名になり、彼らの中で
剣道のモチベーションを保つことは難しいと思うのです
が、それでも誰一人辞めることなく、稽古に励んでいま
す。そんな彼らの姿をみて、私も全力で指導に当たって
います。今後、剣道部がどのような部活動になっていく
のか、想像はつきませんが、彼らとともに日々新しいこ
とにチャレンジしながら成長していきたいと思います。
．最後に
初任としての年を改めて振り返ってみると、日々新
たな出来事を経験し、あっという間に過ぎた年だった
ように思います。これから先も様々な経験をしていくの
だと思いますが、常に向上心を持って、日々精進して参
りたいと思います。
今回、「新任教員として学んだこと」ということで、
このような文書を書く機会を与えていただきました。こ
のような機会をくださった教職センターの方々に、御礼
を申し上げます。年を振り返る機会をいただけたこと
で、自らの初心を思い出し、より努力を重ねていこうと
いう思いを持つことができました。
そして、教職を目指すうえで、様々な相談に応じ、精
神的に支えてくださった、私たち教職メンバーの母であ
る柏原さんに改めて感謝申し上げます。これからも、関
学出身教員の一人として、誇りを持って仕事に励みたい
と思います。
（ほりごめ ゆうき・大阪府立久米田高等学校教諭）
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